
福祉用具ヒヤリハット　研修教材（講師用）

Case：246
ドアの開閉時にバランスを崩し、転倒しそうになる

場面の説明

ドアを開けようとして足がもつれ、転倒しそうになった

利用シーン 移動 

主な利用場所 廊下

ドア・自動ドア
 

介護保険の種目 歩行器

分類コード
(CCTA95)

120606 (歩行車)

 

介護テクノロジー －

二次元バーコード

解説

手前側に引かなければならないドアでは、歩行車が邪魔になって遠くに手を伸ばすか、ドアノブを引きながら歩行車を
後退させなければならない複雑な動作を求められることがあります。ドアの開閉は歩行車で補助できる範囲を超えてい
ると判断し、歩行車から安全に手を放しドアの開閉やその次の動作に移れるような環境作りが大切です。

参考要因（要因の例であり、これだけが正解ということではありません）

人：ドアを開けるための動作が困難だった
環境：開き戸だった
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福祉用具ヒヤリハット　研修教材（受講者用）

日付： 所属： 氏名：

Case：246

ドアの開閉時にバランスを崩し、転倒しそうになる
事例詳細

回答前に見ないこと

場面の説明

ドアを開けようとして足がもつれ、転倒しそうになった

どのような要因が考えられますか？ どのような対策が必要でしょうか？

人（本人・介護者・関係者）の要因

モノ（福祉用具）の要因

環境の要因

管理の要因

メモ
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